
 1  

 

文教厚生委員会 議会報告会報告書 

報告日：令和６年９月３日 

出
席
者 

参加者     10 人 

議会側 

【文教厚生委員】玉川委員長、景山副委員長、北林委員、貞岩委員、

岩崎委員、下向委員、山田委員 

【委員外議員】奥谷議長、牧尾副議長、石原議員、岡田議員、中川

議員、片山議員、中曽議員、小池議員、向井議員、

上田議員、原田議員 

開催日時 令和６年７月３１日（水）１５：００～１６：３０   

開催場所 三ツ城地域センター 

実
施
内
容
報
告 

議会報告 

テーマ 地域共生社会の実現について 

概要 

東広島市として、これからのまちづくりの基本を「地域

共生社会」と定めていることから、今回の議会報告会のテ

ーマを定めた。 

その上で、まず福祉政策の面から、地域共生社会政策が、

国民皆保険制度、介護保険制度に継ぐ重要な政策として位

置づけられていることに触れた。子ども・障がい・高齢と

いう今までの分野別福祉から、分野・世代を超えた総合的

福祉サービスへと転換され、地域での自立生活支援を促す

政策である旨を説明した。 

また、地域共生社会政策が生まれた社会的背景・今後の

対応・国と地方の対応の状況、そして東広島市の動きにつ

いて触れた。特にＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカ

ー）について、若干詳細に説明し、併せて文教厚生委員会

の取組みを紹介した。 

 

質疑 

応答 

全体としての質疑は行われなかった。班ごとの意見交換

の場で質疑がなされた。 

 

意見交換 

テーマ 地域共生社会の実現について 

地域共生社会政策としての具体的取組みについて 

 【相手方意見】 

①ＣＳＷ及びＨＯＴけんステーションの認知度が低い。 

②高齢者のつながる拠点が不足している。 

③ＣＳＷと民生委員との連携が必要ではないか。 

④地域共生の取組みに防災及びスポーツ推進も活用すべき。 

⑤保育園等の待機児童並びに兄弟で分かれての保育は地域共生

社会を推進するうえで問題である。 
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実
施
内
容
報
告 

意見交換 

【議会側意見】 

①確かにＰＲ不足であり、困りごとがあればすぐ相談という意識

が市民の間で醸成できていないのは問題である。 

②地域センター及び集会所がその機能を果たしていると思うが、

市域全体を見れば濃淡があり、今後の課題としたい。 

③個人情報の観点から共有は難しい。他自治体の支援会議等の取

組を参考にしたい。 

④今回は福祉をテーマとしているが、重要な切り口である。 

⑤保育士不足の課題は解決していないが、国の動向も注視し、議

会としてもしっかり取り組んでいきたい。 

 

議会報告会の周知方法について 

 【相手方意見】 

議会報告会の開催を知らない市民が多いことから、SNS 等を活

用してもっと幅広く周知すべきではないか。 

 

【議会側意見】 

議会報告会のアンケート結果から、FM 放送・HP 周知の効果が

低い傾向は理解しているので、ご意見を参考に周知方法を検討し

ていく。 

 

その他要望等 

 【相手方意見】 

①下見福祉会館が三ツ城地域センターに変わった経緯について、

地域が納得した形での名称・機能変更だったのか疑問である。

小学校区ごとに分けられた地域センターの区割りは、現実の住

民自治協議会とつながってこない実態があることを理解して

おいて欲しい。 

②東広島市には立派な「市歌」があるのに、ほとんど周知されて

いない。スポーツ関係行事だけでなく、あらゆる機会を通じて

周知を図って欲しい。 
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委員の所感等 

○開催会場となった三ツ城地域センターについて、元々、下見福祉会

館であり、利用者の大部分は下見の住民であることからしても、こ

の施設に三ツ城という名前を冠することはおかしいとのご指摘が

あった。事業の進め方において、きめ細かな説明が大切ということ

を目の当たりにしたように感じた。 

○行政が集めたい情報（課題）について市民がどこに発信すれば良い

か知らされていないことが良く分かった。このことは、各生活圏域

に拠点がないため、情報収集が難しいと感じた。 

○地域共生社会への実現に取り組む意識は持っているが、仕組みや進

め方について不満を抱えているとのご指摘があった。地域共生の担

い手である地域と行政が、連携を強化することの重要性を感じた。 
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文教厚生委員会 議会報告会報告書 

報告日：令和６年９月３日 

出
席
者 

参加者     20 人 

議会側 

【文教厚生委員】玉川委員長、景山副委員長、北林委員、貞岩委員、

岩崎委員、下向委員、山田委員 

【委員外議員】牧尾副議長、谷議員、重森議員、中川議員、鈴木議

員、向井議員、木村議員 

開催日時 令和６年８月２日（金）１５：００～１６：３０   

開催場所 高屋西地域センター 

実
施
内
容
報
告 

議会報告 

テーマ 地域共生社会の実現について 

概要 

東広島市として、これからのまちづくりの基本を「地域

共生社会」と定めていることから、今回の議会報告会のテ

ーマを定めた。 

その上で、まず福祉政策の面から、地域共生社会政策が、

国民皆保険制度、介護保険制度に継ぐ重要な政策として位

置づけられていることに触れた。子ども・障がい・高齢と

いう今までの分野別福祉から、分野・世代を超えた総合的

福祉サービスへと転換され、地域での自立生活支援を促す

政策である旨を説明した。 

また、地域共生社会政策が生まれた社会的背景・今後の

対応・国と地方の対応の状況、そして東広島市の動きにつ

いて触れた。特にＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカ

ー）について、若干詳細に説明し、併せて文教厚生委員会

の取組みを紹介した。 

 

質疑 

応答 

全体としての質疑は行われなかった。班ごとの意見交換

の場で質疑がなされた。 
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実
施
内
容
報
告 

意見交換 

テーマ 地域共生社会の実現について 

地域共生社会政策としての具体的取組みについて 

 【相手方意見】 

①ＣＳＷ及びＨＯＴけんステーションの認知度が低い。 

②ＣＳＷが地域の課題をどのように解決するのか。 

③教育における地域共生について、例えば発達障がいをもつ子

どもへの対応はどのように行われるのか。 

④民生委員が活動していくための情報提供が行政から行われて

いない。 

⑤敬老会開催に際し、今後益々増加する対象者の皆さんが一同

に会する場所がない。どのようにしたら良いのだろうか。 

 

【議会側意見】 

①先日の議会報告会でも同様の指摘を受けており、しっかり課

題として受け止める旨を伝えた。ＨＯＴけんステーションに

ついては連絡先等の情報提供も行った。 

②ＮＰＯ及び自治協等とともに、近所で課題を抱えている方に

アプローチし関係福祉機関に繋げる等、連携して解決するこ

とを目指している。 

③現状における課題は、発達障がいへの理解を広げることにつ

きると考える。長い目で地域を見守り、子どもを包み込む社

会にしていくことが重要である。 

④個人情報保護の観点からそのような状況に陥っていることは

理解できるのだが、そのことを進め過ぎると民生委員の活動

に支障が出ることもあり得る。担当部局に本日の意見を伝え

る。 

⑤地域によって敬老会の実施状況は違っていることから、当該

エリアの実態としてお聞きし、担当部局に伝える。 

 

広報について 

 【相手方意見】 

議会報告会のＰＲが足りていないと感じる。 

【議会側意見】 

今後、議会報告会の周知方法について内部で検討する旨を伝

える。 
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実
施
内
容
報
告 

意見交換 

地域交通について 

 【相手方意見】 

①おまるめ山バスのように、運転免許証返納後も安心して移動

できる公共交通を多くの地域で運行していただきたい。 

②おまるめ山のバス料金（200 円）をもう少し安くできないか。

割引などあれば使いやすいのではないだろうか。 

 

【議会側意見】 

①公共交通は、単に移動するだけでなく福祉、教育、及び買い

物等様々な効果をもたらす。具体的には各地域で意見をまと

めたうえで市に要望し、実施を目指すかたちとなる。 

②ご要望としてお聞きする。 

 

その他要望等 

 【相手方意見】 

①小谷地域センターは避難所に指定されているものの、小谷地

域センターに行くまでに、川を越え、狭い道路を進み、山の

上まで行かなければならない。道中が危険であることから、

安全に避難できる場所を指定して欲しい。 

②県道に維持補修を要する箇所があることから、市として何ら

かの対応を図って欲しい。 

 

委員の所感等 

○昨年１０月から始まったおまるめ山バスの運行について、市内全域

で充実させて欲しいとの意見をいただいた。公共交通の空白地域

は、高齢者の移動手段が非常に乏しくなることから、このようなコ

ミュニティバスの取り組みについては、知恵を出し合い、さらなる

充実を図るべきと考えさせられた。 

○「地域共生社会はあいさつから始まるのでは」という、実際に活動

されているからこその声が印象深かった。 

○行政が集めたい情報（課題）について市民がどこに発信すれば良い

か知らされていないことが良く分かった。このことは、各生活圏域

に拠点がないため、情報収集が難しいと感じた。 

○開催エリアの高屋西地区住民よりも小谷地区住民の方が多く、議会

報告会の周知が十分になされていないことのご指摘や、ＨＰや広報

紙でのプロモーションのご提案を頂いた。周知不足を改善し、より

多くの住民参加を促したい。 

○地域共生社会について地域住民の皆さんに理解が得られていない

のではと感じた。ことあるごとに広報や説明、話し合いをする必要

性を感じた。 


